




































-変化に伴 う分岐現象を調べることが第-である｡ 第2は柏空間の棲み分けの問題 :初期点に
応じて力学系の軌道は秩序的であったりカオスであったりする｡力学系は一般に無数のエルゴ-
ド成分を有するheterogeneousな構造をもつ ｡ 各成分の interplayとしてカオスの多様性,普遍
性を理解することが第二である｡















いが可積分系とカオス系において著しく異ることがわかってきた (Aizawa) ｡ これもクリロ
フのプランの延長上にある｡
カオスの判定規準はほとんどの場合,軌道の不安定性 (metricinstability)として把えられて
いる｡しかし,軌道の複雑さはさらに進んで,軌道同士の絡み合いの複雑さとして把えること
も大切である｡ さらに力学系に無数に共存する測度の協調 ･括抗の複雑さもカオスの多様性の
理解にとって重要であることが知られて来たこその一例として間欠性カオスは,共存する測度
がN0.1の(もしくは観測可能な)測度の座を競争することにより生じる広い意味の非定常過程
(f~yスペク トルをもっ)である｡ これらは筆者が最近興味をひかれているテーマであるが,
この他にもmetricな立場及び topologicalな立場からカオスを特徴づけようとする変分原理
(Takahashi)などカオスの複雑さの深奥を意識化してゆく試みが積極的に進められている｡
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